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　昨年秋に回転寿司ユニオンに加入した関東地方のはま寿司店舗において、同店舗を管轄するブロックマ

ネージャー（BM。店長の2階級上位の役職）が、企業内組合の石田康夫書記長とあるまじき会話を行なっ

ていたことが発覚した。企業内組合では、ブロックと分会が対応しており、ブロックマネージャーはすな

わち分会長である。

　この会話では、いつものごとく回転寿司ユニオンから企業内組合への奪還を企図する石田氏が、加入者

の所属する店舗が属するBM兼分会長（奇しくもこのブロックは池田徹中央執行委員長が以前BMを務めて

いたブロックである）当該組合員について「○○さんってどんな人なの？」と問うたのに対して、BM兼

分会長が「辞めてほしい人です」などと返答したという。

　ブロックマネージャーともあろう者が、クルーの悪口で企業内組合の書記長と盛り上がるとは、まった

く人間性を疑うほかない。企業内組合は「あなたの困った声を聞かせて」などと言いまわっているようだ

が、こんな組織に相談しても、改善に向かうどころか陰口を叩かれるのが関の山だ。ぜひ私たち回転寿司

ユニオンにご相談いただくことをおすすめする。

企業内組合分会長兼BM、回転寿司ユニオン加入者に「辞めてほしい人」

同じく企業内組合・石田康夫書記長との会話の中で
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はなまる会社、店長の就業時間中のゼンセンオルグを直接指導する姿勢なし！

N o r m a l i z a t i o n

たたかう労働組合・回転寿司ユニオンに総結集して、労使関係正常化闘争を完遂しよう！

2026/5/29

　5月22日、はなまる会社との第4回団体交渉を開催した。労働条件についての内容は、回転寿司ユニオ

ン根室花まる本部機関紙「FLOWORKERS」などで詳報するが、ここでは同交渉の第3議題「中立保持義

務の遵守について」について触れることとしたい。

　前回の交渉で、根室花まるKITTE丸の内店のK店長が就業時間中に従業員を捕まえてゼンセン第二組合

への加入届を書かせている事実を指摘し、そのような行為をやめさせるよう申し入れた。しかし、前回の

交渉以降も、KITTE丸の内店以外の店舗でも店長が同様の行為に及んでいるとの情報に接したため、今交

渉で会社の見解を質した。ところが会社は、「ゼンセン第二組合に口頭で注意した」と言うにすぎず、組

合が「就業時間中の店長は指揮命令下にあるのだから、店長に直接指導すべきだ」とせまっても「回転寿

司ユニオンさんから『はなまる労働組合』（ゼンセン第二組合の名称）に言ってもらうことはできないの

ですか」等とかわすばかりなのである。

　一方、回転寿司ユニオンの組合員が就業時間外にバックヤードでオルグをしたときには、当該組合員が

呼び出されて注意を受けたという。回転寿司ユニオン組合員（しかも一般のパート）が就業時間外に組合

活動をやったら直接注意するのに、ゼンセン第二組合組合員（しかも店長）が就業時間中に勧誘行為をや

っても直接指導しないとは、いったいどういうことか。ゼンセン第二組合が会社と一体で、回転寿司ユニ

オンつぶしのために結成されたとみるほかないだろう。

　現に、三浦心一・ゼンセン第二組合中央執行委員長は「以前から（UAゼンセンに）人事・労務面でお

世話になっていた」という。労働者が人事・労務をやるなどあり得ないから、お世話になっていたのは使

用者としてだろう。そんな組織が労働者の立場にたつなどあり得ない。はなまるではたらくパート・アル

バイトのみなさんは、ぜひ使用者の視点に立つゼンセン第二組合ではなく、現場ではたらくパート・アル

バイトの立場に立つ回転寿司ユニオンに加入しよう！
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